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平成28年 5月 28日 (土 )。 29日 (日 )会 場 :

テロマ :〔活躍の場～職の構築】

「平成28年は ことば音楽療法土になる !」
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一般社団法人 発達支援協会 言忍定 ことば音楽療法主

通学コース6日間

■日 程 :平成28年 3月 20・ 21日 /4月 29030日 /6月 25026日
■記念 4大特典 :

短期で習得できる !週末に開催 !

「第 4 □ 日本ことば療法学会」平成 28年 5月 28・ 29日の2日 間
無料にて参加できます。

団体セッシ∃ン・個人セッシ∃ンの実践も行います。

6月 25・ 26日 は創始者の堀田喜久男が直接指導します !
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堀田 喜久男

平成2了年12月 5日 (土)・ 6日 (日 )
会場 :G古屋柳城短期大学 参加人数 :57名 (2日間)
『セカンドテーマ～楽しさを伝える～』

第 2回「ことばの音楽療法」を各古屋にて開催致しました。
高齢者、障害児・者へのコミュニケーシ∃ンの基本的な
方法や絵本での読み間かせ、音楽で□腔機能∪Pなど楽
し<ことばを伝えることを学びました。
また「ことば音楽療法」の団体セツシヨンの実践をワー

クシヨップにて学びました。楽しさと、難しさを実感さ

れたようですが、皆さん 真剣に取り組んでみえました。

平成28年度は全国にて「ことばの音楽療法 2日間」の
企画セミナーを開催予定です。

1日 目 :高齢者向け 2日目 :障害児向け

一
一

5月 30031日 に第 3回日本ことば療法学会が者古

屋市で、全国から多<の実践者や研究者の参加を得
て開催されました。 1日目は4講座があり実践のための基礎知識や技法の研修
となりました。終了後には交流会もあり楽しいひと時となりました。 2日目は

日本福祉大学の近藤直子先生の基調講演・シンポジウム・多<の研究発表があ
り、多<のことを学

‐
び今後の実践につながつたと思います。

発語を1足し知的療膏・教育をすすめることは大変な仕事です。堀田メソツド

を)舌用して実践すれば効果的|こ進められますが、クライエントの実態 |こ含わせ

て行うことが重要です。この事を常に者えて実践研究をして下さればと思いま

す。幸い、大阪や北九州や名古屋・横浜などの各地で実践されるんが増えて来

たので、頼もし<思っています。

またこれらの地でことば音楽療法の指導者セミナーを開催されるよう|こもな

りました。皆様の実践の場・仕事場が増えることは、多くの障害児のことばの

獲得・知的能力の向上につながります。

第 4回日本ことば療法学会は平成28年 5月 29=|こ開催予こです。

第 2 ことばの音楽療法 (名古屋)の報告
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|1本音楽療法学会認定音楽療法 lr  高橋 亮太郎

昨年末から本年の初頭にかけて、ある映画が上映されました。「パーソナル・ソング」

というアメリカ映画です。

内容は米国内の実話に基づくもので、あるソーシャルワーカーが認知症の進行した高

齢者施設入所者に i一 Phoneを 渡し、若かりし頃に大好きだった楽曲を聴けるよう
にしました。すると・・・、それまで毎日TVの前で無為に座って過ごすだけの高齢者の

中で何かが蘇 り、歌い、踊り、人生を語り出すようになったのです。どの国の人でも一

生を通じて自分が心底愛してやまない歌というものを持っていますが、曲は人それぞれ

異なるので「パーソナル」となっています。平成生まれの方には「テッパン・ソング」

といえばわかりやすいでしょう。

クライアントにもそれぞれにパーソナル・ソングがあります。それがなんという曲か、

自分では答えられない方が音楽療法の現場では多いのですが、その曲がかかった時には

普段見られないアクティブな反応を見せてくれますので周囲にも「ああ、これが大好き

なんだな_と わかります。

童謡・唱歌・歌謡曲・・。ただ音楽を楽しんでいるように見えても、実は脳の中でさま

ざまな記憶が呼び起こされている凄い瞬間なのですc高齢者のセッションでは、自分の

し 名前さえわからなくなっても好きな音楽 |ますぐ
｀
ご本人に幸福な感覚をもたらし、これは

ノ`ッピーな余韻として残ります。音楽 |ま じめ耳からの刺激を処理する聴覚野が、アルツ

ノ`イマーや脳卒中などの疾病に強いタフな領域と云われる所以です。

いま太陽光や風力を電気エネルギー |こ換えてクルマを動かしているように、音楽療法

の現場ではその感情の力動を活動のエネルギーに「変換」します。上下肢 。心肺 。発語

機能などを強化することに有効利用しているのです。さらにどなたがどの楽曲で活発な

反応を示すかデータを蓄積すれば、これはその後クライアントが人生を心豊かに過ごし

ていく上で貴重な情報になります。

楽曲を選定して、歌いやすくアレンジし、適切な合図で楽しいひとときを共有して頂

けるようお膳立てをするのも私たちの仕事です。それぞれにとってのパーソナル・ソン

グを楽しむことでクライアントが「ああここに来て、ここに居てよかった」という思い

を味わって頂けるよう、共々に研鑽を積んでいきましょう。
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三河支部長

宍戸 理恵

愛知県には名古屋の本部がありますが、周辺の特に三河の地区に、ことばの音
楽療法の指導資格を持つた方が10名を越え、また興味を持ち、セミナー等に多数
参加をされている方も数名いることから「三河支部」が発足されました。
グループセッシ∃ン、認定教室、子育て支援、高齢者対象等、みなさんそれぞ
れの場所でことばの音楽療法を取り入れ、実践されています。
その中から活動の 1部を紹介いたします。

私は刈谷市にある NPOく るくるという施設で
時々集団セッションを行つています。 NPOく る
くるさんは障害を持つ子どもから大人への細かな

生活支援、就労への支援など精力的に行つており、

障害をもつ方が、社会のなかで自立できるような

素晴らしい取り組みに力を入れられています。

そちらの職員さんがことばの音楽療法に興味を

もたれ、資格を取得されたり、セミナーに参加さ

れたりしています。10月末に、職員対象の「こと

ばの音楽療法」の概要を紹介するための研修を行

つてきました。
左から、川丼さん 宍戸 奥村さん

資格を取得された川丼奈七さんや勉強熱心な奥村友美さんを中心とし、「こと

ばの音楽療法」を今後、通常のカリキュラムでも取り入れ活かしていけないか検

討されています。
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「歌えれば話せる !」 の最短コース
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王 催 饉崎市・ りぶら,ボ ータークラフ

また岡崎の市民活動団体である「きらめき音遊空間

☆ RINRIN」 (長坂利永子さん代表)がことば療
法士の浅岡由希子さんを講師としてことばが心配なお

子さんとその親御さんを募り、岡崎市「りぶら」の会

議室で8月 に講座を行いました。発語セミナーに多く

参加し、 RINRINの 一員である水野久仁子さんも
参加されました。子どもたちは喜んで楽しそうに体験

セッシ∃ンを受けていました。

この講座の後、グループセッションを定期的に行う

ことにつながり、 RINRINの みなさんは更なる実
践を重ね、社会貢献をされていくことでしょう。

三河支部では2016年 1月 17日 (日 )に岡崎市南部地
域交流センター「よりなん」でことば音楽療法基礎セミ

ナーを行います。(講師 :宍戸理恵 長坂利永子)さら
にこの療法が広く伝わつていくことを願つています。

■

く所 R3〉 さらめきき遊空間☆RNRN(りんりん,
〈開催0時〉平成27年 8月 248(月 )1000～ 11:30

てお問い合わせ螢

きらめき音逮空間☆ 090-4263- 718(長 坂 )
R:NR:N I6Ereki_rinrin@yah@.co jp わ
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後援 :一般社団法人 発達支援協会・ 日本ことば療法学会
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私は兵庫県西宮市の高齢者デイサービスで常勤の音楽療法士として勤務して
います。失語症のクライアントと個別セツシ∃ンをしている際、「ことば」を
発語しやす<するためにはどうすればいいのかと11図んでいたところ、この「こ
とば療法」|こ出含い、2014年 3月より学会に参加し今年の 8月 |こ 「ことば療法
士」を無事取得する事が出来ました。

実習をさせていただ<うちに、元々興味のあつた発達障害への関心がさらに
強まり、現在では、この学会がきつか |すでのご縁で「放課後デイサービス」|こ

月 3回、セッシヨンに行かせていただいています。勤務しているデイサービス
でも、失語症の方 (理解できているがことばがスッと出てこない方)に対し、
絵カードを見せながら、「み・み・みかん」などの堀田メソッドを使い頭文字
をリズムに乗せ提示する事で、残りのことばを引き出すよう工夫しています。

その後「みかん 0り んご・すいか」と 3つの単語をリズム|こ乗せ発し、ことば
とリズムがセツト|こなつたところでわざとリズムを乱し、ゆっ<り とその絵力
―ドを提示したり順番を変えて提示することで、ほんとうにその単語を覚えた
のかを確認しています。九九も" トントン"と リズムを取りながら取り組んで
しヽます。放課後デイでは、「あつちゃん～」や「数え歌」「絵本の読み間かせ」
などで堀田メソッドを取り入れています。実習でお世話になった先生方の
“イイ部分"も 自分なり|こ改良し、さまざまな場面で取り入れさせていただい
ています。

今後は、発達障害の分野で主に使われるであろう「ことば療法」を自分なり
|こ 「高齢者」|こ も)舌かせるようにする事や、取得第 4号 !の誇りを胸 |こ (1)、
向上心を持ち続ける事・「ことば療法」の素晴らしさを少しでも身近な人に伝
えてい<事・「放課後デイ」でも継続して実施してい |するように取り組んでい
<事、を常 |こ者えながら)舌動していきたしヽと思います。

①単語カー ド ②吹き戻しを使つての発声練習

ことば療法士の仕事

「めがね 。と|すい 。ピアノ」と順番にリズム
|こ乗せ覚え、その後リズムを崩してもカード
と単語が連携しているか確認します。

高齢者デイサービス
「あずまデイサービスセンター」
音楽療法士 水尻 真美香

工 :1■

カ メ

「さらきら星」の 7拍目を吹き戻しで吹き、
腹式呼吸の練習をして発声練習に繋げます。
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「九州で広がりつつあることば音楽療法」

行橋i支音Б   棚本寸F易子

「バナナ、バナナ、バナナとバナナ !」 今日も元気な歌声が教室中に響き渡

ります。福岡県の北西部、行橋市でことば音楽療法を始めて 4年 目になります。
5年前、長女のピアノの先生 (現行橋支部長)に、障害のある音楽が大好きな
次女のために何かできることはないか相談したところ、堀田先生のことば音楽

療法を見つけてくれて、二人で受講したのが始まりです。

最初、先生の生徒は次女一人でした。たった一人の生徒である次女のために、ゝ
マラカスや絵カード、文字カード、 トランポリンなどいろんな物を準備してく
れました。その後、次女の友達から同コミで生徒さんが増えてゆき、今は人勢

の生徒さんが個別セッションに通っています。その後、グループセッションも

開催することになり(私はここでコセラをしています)、 今では、地域の福祉セ

ンターで月に 1回、近隣地域の児童発達支援センターで目2回、また、近隣市
の社会福祉協議会の主催で、 2か 月十二1回 グルーフセ ノションを開かせてもら
うというように、広がりを見せています

=

また、 3年前から行橋支部に九州地区での「ことば音楽療法」のセミナー開
催を任され、福岡県行橋市、北九州市、大分県中津市と毎年 1回セミナーを開

催してきました。セミナーでは、毎回定員を上回る参加申し込みをいただき、
しヽ

受講者の中からは認定者も数名ずつでてきています。認定を受けた皆さんは、

施設や個別の療育現場で「ことば音楽療法」を活かしておられます。

名古屋で始まったこの素晴らしい音楽療法が、少しずつ九州に広がってゆく

のを感じています。まだまだこのような療育を求めているお子さんも大勢いる

と思います。どのように療育をしたらいいのか悩んでいる療育者や先生、親御

さんも沢山いると思います。そのような方たちに、少しでもこの音楽療法を広

げて届けていくお手伝いが、できたらいいなと思っています。そして、九州の

各地でマラカスを鳴らす子供たちの元気な声が響きわたるといいなと思います。
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宍戸 理恵

私の教室に通うようになって 3年経つA君。
4歳の当初、全く発語はなかったが、 7歳の現在、「言語バース ト」が遅

れて今きたのではないかと思えるように多様なことばがでてきた。

オノマ トペカードを行う中、 A君は発語できるものは声を出し、そうでな
いものも集中してながめ、全部ひと通り終わるまで頑張ったので、私が拍手

をして褒めた時、嬉しそうに興奮して、「ぜんぶやった I」 「おめでとう |」

「よかったね !」「すごい !」 A君から思いがけないことばが多数、噴き出た。
A君は場面や気持ちにマッチした彼の持っているすべてのことばを駆使 した。
A君の母親と共に私はとても驚いた。 A君は明るい笑顔で喜んだ。私はA君

を何度も抱き上げ一緒に「ぜんぶやった一 !」「おめでとう !」 などと喜んだ。

達成感からくる感動の気持ちを込めた発語であった。

数のセッションで「～がぜんぶで10こ あります。」と行い、理解が出来て

いたので、オノマ トペカー ドを「ぜんぶやった」と発語し、自分のことばと

して身につけることが出来たのだ。

またA君から最近出たことばの中で、セッションが終わる時「たのしい」
と自分の気持ちをのせた自発語があった。まなざしが合わなかったり、こと

ばがでてもオウム返しだったりすることが多い自閉症児だが、心のある、こ

とばのキャッチボールに発展できるものだと思った。まだまだ伸びしろとい

ろいろな可能性や希望がA君から感じられ、今後も非常に楽しみである。
笑ったり、怒ったり、喜怒哀楽の体験と結びつくセッション内容は説得力

があり、効果も高いと感じる。興味と関心を子どもさんに持たせて望ましい

方向に導きたい。そこには「ハー トワ」がなければならない。

●反対語カー ド
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ピアノを弾かなくても

ことば(発語)の療育ができる !

発語が困難な子どもさんに有効なCDl

言葉を機能的に使用するうえで大変重要です。

日で見て、理解 しやすい !

動詞 :140枚 形容詞 :17枚  時間・空間 :10枚
サイズ :A4(1枚)厚紙使用
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1月 17日 (日)●愛知県岡崎市にて開催

3月 6日 (日 )●「ことば音楽療法 指導者セミナー」
東大阪 (どれみ だんけ)       ‐・

6月 ●大阪「ことば音楽療法 通学コース6日間」開催
月  ●仙台にて「ことば音楽療法 2日間」セミナー (予定)
～ 11月 ●ことばの音楽療法セミナー (1～ 2日間)を

全国にて開催 (予定)

*その他随時ことば療法士のポイン トセミナー開催予定 *
(会員の方にはその都度ご案内書を差し上げます)

●――超財土 法人 発逹支援協会 記定校 `数室 ●

艶定数室
埼玉県 【加藤音楽教室】 主宰者 :加藤干子 HP:http:〃 syougal」 i― ongakukato.」 p/

大阪府 【さゆり音学院】 主宰者 :土田靖子
HP:http://www.seepa.」 p/u/hatugo― oosaka/

愛知県 【SiSIDo Music room】 主宰者 :宍戸理恵
HP:http:/1/www.seepa.」 p/u//plano― hatuhgo/′

京都府舞鶴市【でんでんむしの会】 松浦光子
三重県【樋□音楽教室】 主宰者 :樋□なおみ

福岡県【ことばの音楽教室】 主宰者 :工藤知子

福岡県遠賀郡『りずむの本』 主宰者 :石丼純子

京都府舞鶴市『さがん発語音楽教室』 主宰者 :目美香

大阪府枚方市『安宅ことば音楽療法教室』
主宰者 :安宅干世子

東京都江戸川区ことば音楽療法『あ・い・う・え・お』

藤浄けIマ

主宰者 :嬉 利恵 安宅ことば音楽療法教室

記定絞
径古屋市 【発語音楽研究所】 療育責任者 :堀田喜久男 (発語音楽療法←検索 )

東大阪市 【どれみ だんけ】 療育責任者 :深谷靖子 (どれみだんけ facebook)

ことば音楽療法の認定校・教室です。教室か事務局にお問い含わせください。

認定校 0認定教室を全国にて募集しております。 TEL&FAX:052(505)5255

一般社団法人分逹支援協杏 事務局
〒452¨ 0821名 十屋市脅 区上 `]ヽ 口丼 2‐ 98 JHTA内
TEL&F:A.X:052(505)5255

http://wwwoseepa.jp/u/nihon‐ kotoba・ ryOhOulgakai
Eメ 一ヽル :takada@aronla… nagoyaocorn
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